
!!■9月14日㈬ みんなで栗拾い。「栗とったぞー　」（詳しくは 11 ページへ）

広報

発 行／佐那河内村役場  〒771-4195 徳島県名東郡佐那河内村下字中辺71-1  TEL.088-679-2111（代）　FAX.088-679-2125 
http://www.vill.sanagochi.lg.jp   E-mail  info＠vill.sanagochi.lg.jp10 2011.10.15  No.463

人のうごき （平成23年 9月30日現在）／人口 2,763人（△8）　男1,343人（△5）　女 1,420人（△3）・世帯数 939（±0）

平成22年度  決算報告など ………… ２　　　９月議会 ……………………… ６　

IP電話番号
村役場代表	 5000〜5004
議会事務局	 5005
教育委員会	 5006
社会福祉協議会	 5007

総務企画課	☎679‒2113　出　納　室	☎679‒2972　産業建設課	☎679‒2115

住民福祉課	☎679‒2114　議会事務局	☎679‒2152

社会福祉協議会（農振センター）☎679‒2304　　　　　　　
FAX679‒2125

教育委員会	☎	679‒2817・FAX679‒2173

土・日・祝日
及び夜間

●TEL 679-2111
  ●IP 5000〜5004
  ●FAX 679-2125

主な内容



　
9
月
に
開
催
さ
れ
た
佐
那
河
内
村
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、平
成
22
年

度
の
一
般
会
計
お
よ
び
各
特
別
会
計
の
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
私
た
ち
の
納
め
た
税
金
な
ど
、大
切
な
お
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た

の
か
、現
在
の
佐
那
河
内
村
の
財
政
が
ど
の
よ
う
な
状
況
な
の
か
を
ご
報

告
し
ま
す
。

　
自
主
財
源
で
は
、
固
定
資
産
税
で
前
年
度

か
ら
３
５
８
８
万
円
の
増
加
と
な
り
ま
し
た

が
、
村
民
税
は
、
経
済
不
況
や
人
口
減
少
な

ど
に
よ
る
個
人
・
法
人
所
得
の
減
少
の
影
響

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
依
存
財
源
で
は
、
地
方
交
付
税
、
村
債
、

国
庫
支
出
金
は
大
き
く
増
加
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
国
庫
支
出
金
は
、
前
年
度
よ
り

７
億
５
９
４
４
万
円
の
増
加
と
な
り
、
歳
入

全
体
に
占
め
る
割
合
が
前
年
度
の
11
・
3
％

か
ら
26
・
7
％
に
増
加
し
ま
し
た
。
こ
れ
は

国
の
緊
急
経
済
対
策
に
と
も
な
い
地
域
活
性

化
・
公
共
投
資
臨
時
交
付
金
と
本
村
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業
で
あ
っ
た
小
・
中
学
校
校
舎

等
新
築
工
事
に
対
す
る
安
全
・
安
心
な
学
校

づ
く
り
交
付
金
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。
ま

た
、
村
の
借
金
で
あ
る
村
債
は
小
・
中
学
校

校
舎
等
新
築
工
事
や
村
道
馬
越
線
、
田
野
々

農
道
な
ど
の
道
路
整
備
な
ど
に
よ
り
、
前
年

度
か
ら
２
億
５
２
０
０
万
円
増
加
し
ま
し
た
。

　
村
の
歳
入
は
、
自
主
財
源
の
割
合
が
16
・

6
％
と
低
く
、一
方
で
依
存
財
源
が
83
・
4
％

と
な
っ
て
お
り
、
村
の
財
政
が
国
な
ど
の
施

策
に
大
き
く
依
存
し
、
そ
の
影
響
を
受
け
や

す
い
構
造
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

　
目
的
別
で
は
、
教
育
費
が
前
年
度
よ
り

９
億
７
４
２
５
万
円
増
加
し
て
全
体
の
約

35
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
本
村
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
で
あ
っ
た
小
・
中
学

校
校
舎
等
新
築
工
事
な
ど
に
よ
る
も
の
で

す
。
ま
た
、
土
木
費
で
は
、
前
年
度
よ
り

1
億
５
８
３
９
万
円
増
加
し
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
国
・
県
の
補
助
事
業
に
よ
り
村
道

や
農
道
な
ど
が
整
備
さ
れ
た
も
の
に
よ
り

ま
す
。
諸
支
出
金
が
全
体
の
11
・
1
％
を

占
め
て
い
ま
す
が
、
財
政
調
整
基
金
と
減

債
基
金
に
合
計
４
億
２
３
２
９
万
円
を
積

立
て
た
も
の
で
す
。

　
性
質
別
で
は
、
任
意
的
経
費
・
投
資
的

経
費
・
義
務
的
経
費
が
そ
れ
ぞ
れ
約
３
分

の
1
ず
つ
を
占
め
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
、

義
務
的
経
費
で
あ
る
公
債
費
の
割
合
が
、

全
体
の
13
・
7
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
義

務
的
経
費
に
つ
い
て
は
、
歳
出
全
体
に
対

す
る
割
合
が
低
い
ほ
ど
財
政
の
弾
力
性
が

確
保
さ
れ
る
の
で
、
今
後
の
村
の
財
政
運

営
で
の
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
に
な
る

と
い
え
ま
す
。

◎村に納めた村民一人あたりの税金

【平成23年3月31日現在の人口（2,795人）で算出】

平成22年度 40億2,828万円

27億9,140万円

12億3,688万円

44.3％

38億9,545万円

25億1,836万円

13億7,709万円

54.7％

1億3,283万円

2億7,304万円

1億4,021万円

51.4％

7,953万円

5,880万円

2,073万円

35.3％

平成21年度

増加額

増加率

歳入 歳出 形式収支 実質収支年度

区 分 平成22年決算 平成21年決算 増加額 増加率 一人あたり

7,067万円 7,921万円 △ 854万円 △ 10.8％ 25,285円村 民 税

1億1,902万円 8,314万円 3,588万円 43.2％ 42,583円固定資産税

876万円 871万円 5万円 0.6％ 3,134円軽自動車税

452万円 516万円 △ 64万円 △ 12.4％ 1,617円村たばこ税

2億297万円 1億7,622万円 2,675万円 15.2％ 72,619円計

　
一
般
会
計
の
決
算
は
、
歳
入
40
億
２
８
２

８
万
円
、
歳
出
38
億
９
５
４
５
万
円
で
、

平
成
21
年
度
決
算
と
比
較
し
て
、
歳
入
で

44
・
３
％
、
歳

出
で
54
・
７

％
の
増
加
と

な
り
ま
し

た
。

　
ま
た
、
歳

入
か
ら
歳
出

を
差
し
引
い

た
形
式
収
支

は
、
1
億
３

２
８
３
万
円

の
黒
字
と
な

り
、
こ
の
額

か
ら
平
成
23

年
度
へ
繰
り

越
し
た
５
３

３
０
万
円
を

差
し
引
い
た

実
質
的
な
収

支
は
７
９
５

３
万
円
の
黒

字
と
な
り
ま

し
た
。

△

△

納
め
た
税
金

納
め
た
税
金

使
わ
れ
た
お
金

使
わ
れ
た
お
金

私
た
ち
の

と

平
成
22
年
度 

決
算
報
告

一
般
会
計
歳
入
の
特
徴

一
般
会
計
歳
入
の
特
徴

 

〜
村
民
一
人
あ
た
り
の
納
め
た
村
税
は
７
２
、６
１
９
円
〜

 

一
般
会
計
決
算
収
支
の
概
況

一
般
会
計
歳
入
の
特
徴

一
般
会
計
歳
出
の
特
徴

 

〜
村
民
一
人
あ
た
り
に
使
わ
れ
た
お
金
は

　
　
　
　
　
　
　
１
、３
９
３
、７
２
１
円
〜
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○村税
　私たちが納めた村民税や固定資産税、軽自動車税、たばこ税
○繰入金
　使うお金が財源よりも不足している場合に、積み立てた基金などから一般会計に繰り入れるお金
○繰越金
　前年度決算の剰余金を翌年度に繰り越して使用するお金
○その他の自主財源
　分担金及び負担金、使用料及び手数料、財産収入、寄附金などのお金
○地方交付税
　地方自治体間の財政の不均衡を調整し、一定の行政サービスができるよう国から交付されるお金
○国庫支出金
　国の補助事業に対する国からのお金（これに県や村のお金を合わせて各種事業が行われます）
○県支出金
　県の補助事業に対する県からのお金（これに村のお金を合わせて各種事業が行われます）
○その他の依存財源
　地方譲与税、利子割交付金、地方消費税交付金、自動車取得交付金、地方特例交付金などのお金
○村債
　村が各種事業を行うために国などから借り入れたお金

○投資的経費 道路や学校など、社会資本の整備に要するもので、投資効果が長期にわたって継続する経費
○任意的経費 村が裁量によって任意に支出することができる経費
○義務的経費 支出することが制度的に義務付けられている経費
○普通建設事業費 道路・橋りょう・学校などの公共用または公共施設の建設に必要な経費
○災害復旧事業費 災害により被災した施設を復旧するための経費
○物件費 需用費・役務費・委託料などの消費的性質を持つ経費
○維持補修費 道路・公共施設などを修繕するための経費
○補助費等 各種団体への助成金や一部事務組合への負担金などの経費
○積立金 財政運営を計画的に行うためにお金を積み当てる経費
○繰出金 一般会計と特別会計の間で、相互に資金運用するための経費
○公債費 村が国などから借りた借金返済の経費
○扶助費 高齢者・児童・障がい者などに対して行っている様々な支援に要する経費
○人件費 特別職・議員の報酬や職員の給与などの経費

県支出金
4.9％ 1億9,708万円

地方特例交付金
0.1％ 689万円

財産収入  
0.4％ 1,655万円

諸収入  
0.3％ 1,041万円

使用料及び手数料
0.7％ 2,776万円

寄附金
0.3％ 1,049万円

地方譲与税
1.3％ 5,327万円

利子割交付金 0.0％116万円・交通安全対策特別交付金 0.0％ 68万円

自動車取得交付金
0.3％ 1,010万円

地方消費税交付金  
0.5％ 1,817万円

配当割交付金 0.0％ 52万円・株式等譲渡所得割交付金 0.0％ 131万円

繰入金
2.7％ 1億1,079万円

村税
5.0％ 2億297万円

分担金及び負担金  
0.4％ 1,714万円

地方交付税
37.8％

15億2,144万円

依存財源
83.4％

33億5,914万円

依存財源
83.4％

33億5,914万円

自主財源
16.6％

6億6,914万円

自主財源
16.6％

6億6,914万円

国庫支出金
26.7％

10億7,487万円

村　債
11.8％

4億7,365万円

繰越金
6.8％ 

2億7,303万円

繰越金
6.8％ 

2億7,303万円

※平成23年3月31日現在の人口（2,795人）で算出

土　木　費

84,877円

農林水産業費

101,320円
公　債　費

190,497円
総　務　費

161,628円
民　生　費

105,682円

消　防　費

8,626円
議　会　費

13,084円

諸支出金

154,150円
教　育　費

489,363円

衛　生　費

56,057円
商　工　費

11,857円
 災害復旧費

16,580円

議会費 0.9％ 3,657万円

総務費
11.6％

4億5,175万円
民生費
7.6％ 

2億9,538万円

民生費
7.6％ 

2億9,538万円
衛生費
4.0％ 1億5,668万円

農林水産業費 7.3％
2億8,319万円

農林水産業費 7.3％
2億8,319万円

商工費
0.8％ 3,31４万円
土木費
6.1％ 2億3,723万円
消防費
0.6％ 2,411万円災害復旧費

1.2％ 4,634万円

公債費
13.7％

5億3,244万円

諸支出金
11.1％

4億3,085万円

教育費
35.1％

13億6,777万円

投資的経費
42.0％

16億3,838万円

投資的経費
42.0％

16億3,838万円

普通建設事業費
41.0％

15億9,878万円

普通建設事業費
41.0％

15億9,878万円

災害復旧事業費 
1.0％  3,960万円

物件費 
6.3％ 

2億4,375万円

物件費 
6.3％ 

2億4,375万円

維持補修費 
0.4％ 1,627万円

補助費等 
3.7％ 1億4,515万円

積立金 
11.1％

4億3,072万円

繰出金 
9.4％

3億6,642万円

公債費
13.7％

5億3,259万円

扶助費
2.7％ 1億710万円

人件費
10.7％ 

4億1,507万円

義務的経費
27.1％

10億5,476万円  

義務的経費
27.1％

10億5,476万円  

任意的経費
30.9％

12億231万円

任意的経費
30.9％

12億231万円

会計名 歳入決算額 歳出決算額 形式収支 実質収支

3億7,278万円　 3億7,172万円 106万円 106万円

1億474万円 1億54万円 420万円 40万円

81万円 81万円 - -

1億8,572万円 1億8,162万円 410万円 36万円

3億4,661万円 3億4,501万円 160万円 160万円

3,083万円 3,065万円 18万円 18万円

国民健康保険事業

簡易水道

老人保健

農業集落排水事業

介護保険事業

後期高齢者医療

　特別会計は、特定の事業に
ともなう保険料や使用料など
によってその事業を行うため
の会計で、お金の流れをわか
りやすくするために一般会計
と区別しています。

特別会計決算

◉ 目的別歳出の状況 ◉ 性質別歳出の状況

歳入　40億2,828万円

歳出　38億9,545万円

◎村民一人あたりに使われたお金

※翌年度繰越額　簡易水道 380万円・農業集落排水事業 374万円
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　 財政健全化法とは…
　平成20年度より施行され、自治体の財政破たんを未然に防ぐため、国が財政状況をより詳しく把握し、悪化した団
体に対して早期に健全化を促すための法律です。従来の再建法制が、病気になるまで放っておいて病気とわかってから
服薬や手術をするものだとすると、この財政健全化法は、生活習慣を心がけるとともに定期の健康診断を行うなど、「予
防」・「注意喚起」の段階が加わり、重大な病気になる前に対処するものだといえます。

　 財政の健全度を判断するには…
　下図のとおり①実質赤字比率②連結実質赤字比率③実質公債費比率④将来負担比率⑤資金不足比率の数値などで
判断します。なお、①～④の数値については、標準財政規模（地方公共団体が自由に使える財源の標準的な規模を示す
指標のひとつ。村の財布の大きさを示すものといえ、平成22年度は1,800,467千円）の数値を基礎としながら算出さ
れます。

  ０％ 早期健全化段階 再生段階
① 実質赤字比率 －％ ◎ 15.00％～ 20.00％～
② 連結実質赤字比率 －％ ◎ 20.00％～ 35.00％～
③ 実質公債費比率 17.7％ 　　　　 ◎ 25.00％～ 35.00％～
④ 将来負担比率 －％ ◎ 350％～
⑤ 資金不足比率 －％ ◎ 20％～

※実質赤字額または連結実質赤字額がない場合、
実質公債費比率または将来負担比率が算定され
ない場合、及び資金不足額がない場合には「－」
と記載されます。

《早期健全化基準》
　財政悪化の状態が「イエローカード」。破たん防止の措置であり、自治体は自主的に財政再建に取り組む。
この基準を越えると、一般的な事業等は制約され、財政健全化計画を策定し、議会の議決を受け公表し、
計画の実施状況も公表しなければならない。また外部より監査を受けなければならない。

《財政再生基準》
　財政悪化の状態が「レッドカード」、国の管理のもとで財政再建に取り組む。
　この基準を越えると、早期健全化よりも厳しく一般的な事業等は出来なくなり、財政再生のみを目標とし
た自治体となる。

《経営健全化基準》
　資金不足比率において早期健全化基準に相当するもの。

早期健全化基準
経営健全化基準
イエローカード

　財政再生基準　

レッドカード

佐那河内村
の数値

財政悪化
（経営悪化）

健全財政
（健全経営）

① 実質赤字比率とは…
　普通会計（村では一般会計のこと）の赤字の程度を指標化し、財政運営の深刻度を示す比率です。村の
平成22年度決算における算定結果は、実質収支額が79,534千円の黒字（標準財政規模に占める割合は
4.41％の黒字）となっており、実質赤字比率は－％となります。

項目別の解説

sanagochi4



平成22年度 決算平成22年度 決算

将来負担するもの…5,454,087千円
・地方債（村の借金）の返済
・現時点での全職員が退職したと仮定した場合
の退職手当負担見込みなど

軽減されるもの…6,909,006千円
・基金（村の貯金）
・借金の返済に対する国からの交付見込額

④ 将来負担比率とは…
　一般会計の借金や、将来支払っていく可能性のある負担金などの現時点での残高の程度を指標化し、
将来財政を圧迫する可能性が高いかどうかを示す比率です。

　村の平成22年度決算における算定結果は

将来負担比率
の算定式

（将来負担するもの）
5,454,087千円

（軽減されるもの）
6,909,006千円－

1,800,467千円
（標準財政規模）

494,913千円
（平成22年度分の国からの
借金に対する交付額）

－
×100＝－％※

※分子が△になるため
　－％となる。

⑤ 資金不足比率とは…
　各公営企業（村では簡易水道特別会計と農業集落排水事業特別会計の２つの会計）の資金不足を、公営
企業の事業規模である料金収入と比較して指標化し、経営状況の深刻度を示す比率です。村では、平成
22年度決算において各公営企業とも赤字が無い状態であり、資金不足比率は－％となります。

　以上５つの項目のうち①～④の指標により、村の財政が健全化であるかどうかをチェックしましたが、
どの項目もイエローカードである早期健全化基準に満たないことがわかりました。また、⑤の指標による
各公営企業も経営健全化基準に満たない状況がわかりました。なお、実質公債費率は、17.7％と高位
にあることからピーク時（平成20年度の3ヶ年平均）の23.2％を越えないよう、今後も将来的な地方交
付税の減少を見据え、自主財源の確保と事務事業の見直しなどにより財政の健全化が必要です。

② 連結実質赤字比率とは…
　全会計（村では一般会計・国民健康保険事業特別会計・簡易水道特別会計・老人保健特別会計・農業集
落排水事業特別会計・介護保険事業特別会計・後期高齢者医療特別会計の7つの会計）の赤字や黒字を合
算し、自治体としての赤字の程度を指標化し、財政運営の深刻度を示す比率です。
　村の平成22年度決算における7つの会計の実質収支額の算定結果は、83,130千円（標準財政規模に占
める割合は、4.61％の黒字）となり、連結実質赤字比率は－％となります。

※自由に使えるお金が少ない。

※家庭に例えると家計に占める
　ローン返済の割合が高い。

実質公債費比率が高い

財政の硬直化

③ 実質公債費比率とは…
　自治体の「財布」から「借金返済」にどれだけ充てられてい
るかを示す比率です。村の算定結果は、平成20年度が
22.5％、平成21年度が16.2％、平成22年度が14.5％となっ
ており、3ヵ年の平均値は17.7％となります。

◎ 今後の財政運営にむけて…◎ 今後の財政運営にむけて…
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議
会
だ
よ
り

議議
会会
だだ
よよ
りり

　
平
成
23
年
第
３
回
定
例
会
は
９
月
９
日
開
催
さ
れ
、
決
算
認
定

案
件
７
件
、補
正
予
算
案
件
４
件
、条
例
案
２
件
、単
行
案
件
１
件
、

人
事
案
件
１
件
、
報
告
１
件
の
あ
わ
せ
て
16
件
の
審
議
を
行
い
、

原
案
ど
お
り
可
決
・
承
認
さ
れ
９
月
16
日
閉
会
し
ま
し
た
。

第3回9月定例会

　

私
の
基
本
と
す
る
姿
勢
は
、
佐
那
河
内
村
が

真
に
住
民
の
意
思
に
基
づ
い
た
住
民
自
治
が
実

践
さ
れ
る
こ
と
で
す
。
こ
の
た
め
、
住
民
自
治
の

中
枢
組
織
と
し
て
の
役
場
が
、
住
民
自
治
を
推
進

す
る
母
体
と
し
て
職
員
と
一
丸
と
な
り
努
力
す

る
所
存
で
す
。
ま
た
、
住
民
自
治
の
基
本
は
情
報

の
共
有
と
住
民
参
加
が
な
さ
れ
て
成
果
が
上
が

る
こ
と
を
確
認
し
、
再
度
住
民
自
治
の
推
進
を

表
明
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
徳
島
県
に
残
さ
れ
た
唯
一
の
村
と

し
て
、
末
永
く
農
村
の
風
情
を
残
し
、
村
民
の

笑
顔
の
絶
え
な
い
村
づ
く
り
が
な
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
、
私
の
描
く
将
来
の
佐
那
河
内
村
で
す
。

　

さ
て
、
私
が
村
長
に
就
任
し
て
以
来
取
り
組
ん

で
い
る
事
業
に
、
村
づ
く
り
住
民
会
議
が
あ
り
ま

す
。村
民
の
皆
様
に
参
画
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

昨
年
の
11
月
に
発
足
以
来
、
や
が
て
１
年
が
経
過

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
来
る
11
月
に
は
、
１
年

間
の
議
論
の
集
大
成
と
し
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
の
計
画
が
進
ん
で
い
ま
す
。
住
民
会
議
で
の
提

案
に
つ
き
ま
し
て
は
最
大
限
に
尊
重
し
、
住
民
参

加
型
の
村
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

３
月
議
会
や
６
月
議
会
で
も
平
成
23
年
度
に
取

り
組
む
べ
き
主
な
施
策
３
点
を
所
信
表
明
と
し
て

述
べ
ま
し
た
が
、
そ
の
３
点
に
つ
き
、
そ
の
後
の

経
過
に
つ
い
て
ご
報
告
し
ま
す
。

  
第
１
点
目
、
救
急
搬
送
体
制
に
つ
い
て
。

  

６
月
議
会
以
降
に
本
村
の
救
急
搬
送
で
お
世
話

に
な
っ
て
い
る
主
な
病
院
に
足
を
運
び
、
現
在
の

状
況
や
こ
れ
か
ら
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て
の
考
え

方
を
伺
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
庁
の
担
当
部
署

と
も
連
携
を
図
り
、
問
題
の
解
決
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
が
、
救
急
体
制
で
お
世
話
に
な
る
と
思
わ

れ
る
徳
島
市
の
原
市
長
を
訪
ね
、
協
議
の
依
頼

を
行
い
ま
し
た
。
今
後
の
対
応
と
し
て
、
事
務
段

階
で
の
協
議
が
近
く
始
め
ら
れ
る
見
通
し
と
な

り
ま
し
た
。
救
急
医
療
体
制
や
救
急
救
命
士
の

配
置
な
ど
、
克
服
す
べ
き
課
題
も
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
が
、徳
島
市
と
の
協
議
を
深
め
、対
策
を
練
っ

て
い
き
ま
す
。

  

第
２
点
目
、
高
齢
者
の
弱
者
対
策
（
外
出
支
援

策
）
に
つ
い
て
。

  

昨
年
度
に
試
行
的
に
タ
ク
シ
ー
券
の
使
用
を
行

い
ま
し
た
。
こ
の
た
び
の
補
正
予
算
で
検
証
結
果

を
反
映
し
た
内
容
を
、
本
年
度
の
後
半
に
高
齢

者
の
外
出
支
援
策
と
し
て
タ
ク
シ
ー
券
の
配
布

を
行
う
こ
と
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
高
齢

者
の
外
出
支
援
策
と
し
て
の
タ
ク
シ
ー
券
の
配
布

は
試
行
で
あ
り
、
村
づ
く
り
住
民
会
議
に
お
い
て

さ
ら
に
具
体
的
な
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
と
聞

い
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
議
論
を
待
ち
、
さ
ら
に

対
応
を
進
め
ま
す
。

  

第
３
点
目
、
農
業
振
興
に
つ
い
て
。

　

多
く
の
住
民
か
ら
鳥
獣
害
の
対
策
を
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
現
在
は
神
山
町
と
協
議
会
を
設

立
し
、
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
本
年
度
は

防
護
ネ
ッ
ト
の
整
備
を
進
め
、
有
害
鳥
獣
の
侵
入

を
阻
止
し
、
被
害
軽
減
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
村
の
農
業
の
基
幹
は
施
設
園
芸
で

も
あ
り
ま
す
。
脱
化
石
燃
料
に
よ
る
施
設
園
芸
の

栽
培
を
模
索
し
た
く
、
い
ろ
い
ろ
な
対
策
を
考

慮
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
農
業
が
営
ま
れ
る
た
め

の
支
援
策
と
し
て
、
旧
府
能
水
力
発
電
所
跡
の

施
設
を
再
び
利
用
し
、
電
力
会
社
へ
の
売
電
益
を

農
業
振
興
に
生
か
す
方
法
と
し
て
、
小
水
力
発

電
施
設
の
設
置
に
つ
い
て
さ
ら
に
具
体
的
に
検

討
を
進
め
、
小
水
力
発
電
を
起
点
と
し
た
農
業

振
興
を
展
開
し
ま
す
。

  

そ
の
ほ
か
に
徳
島
県
が
本
年
度
、
新
し
い
施
策

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
民
有
林
の
公
有
化
に

つ
き
ま
し
て
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

  

東
日
本
大
震
災
及
び
こ
の
た
び
の
台
風
12
号
の

災
害
を
勘
案
す
る
と
、
今
後
の
防
災
拠
点
施
設

が
非
常
に
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
の
役
場

庁
舎
は
防
災
拠
点
と
し
て
の
耐
震
性
に
劣
っ
て
い

る
こ
と
は
申
す
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
近
年
中
に

発
生
す
る
で
あ
ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
東
海
・

東
南
海
・
南
海
地
震
対
策
や
台
風
対
策
か
ら
も
、

防
災
拠
点
と
し
て
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、

現
在
進
め
て
い
ま
す
防
災
計
画
と
あ
わ
せ
て
皆

様
に
も
ご
相
談
し
、
方
向
性
を
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

　

国
道
４
３
８
号
一
ノ
瀬
地
区
の
改
良
に
つ
い
て

は
、
さ
ら
に
早
い
着
工
を
徳
島
県
に
働
き
か
け

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
道
で
は
主
要

地
方
道
小
松
島
佐
那
河
内
線
に
つ
い
て
、
本
村

寺
谷
地
区
で
の
未
改
良
区
間
の
整
備
促
進
を
図

り
、
あ
わ
せ
て
徳
島
市
大
久
保
峠
付
近
の
改
良

も
徳
島
県
に
改
良
の
働
き
を
強
力
に
進
め
て
い

き
ま
す
。

　

行
政
改
革
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
行

政
規
模
の
縮
小
化
は
避
け
て
通
れ
な
い
の
で
、
一

層
の
経
費
削
減
に
努
力
し
ま
す
。
過
疎
法
を
活

用
し
た
村
づ
く
り
の
推
進
で
は
、
過
疎
法
の
ソ

フ
ト
事
業
を
よ
り
有
効
に
活
用
す
る
た
め
、
過

疎
地
域
自
立
計
画
の
一
部
を
見
直
し
、
法
律
の
趣

旨
に
の
っ
と
り
事
業
の
促
進
に
努
め
ま
す
。
４
月

か
ら
使
わ
れ
て
い
ま
す
新
し
い
小
中
学
校
で
は

順
調
に
授
業
が
行
わ
れ
て
お
り
、
今
後
は
新
し

い
校
舎
で
の
教
育
効
果
の
向
上
を
図
り
、
旧
中

学
校
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
も
皆
様
か
ら
の
ご

意
見
を
い
た
だ
き
、
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

    

決
算
認
定
案
件

　

議
案
第
51
号
（
認
定
第
１
号
）　

平
成
22
年
度

佐
那
河
内
村
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

　

議
案
第
52
号
（
認
定
第
２
号
）　

平
成
22
年
度

佐
那
河
内
村
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
認
定

　

議
案
第
53
号
（
認
定
第
３
号
）　

平
成
22
年
度

佐
那
河
内
村
簡
易
水
道
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
認
定

　

議
案
第
54
号
（
認
定
第
４
号
）　

平
成
22
年
度

佐
那
河
内
村
老
人
保
健
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
認
定

　

議
案
第
55
号
（
認
定
第
５
号
）　

平
成
22
年
度

佐
那
河
内
村
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
認
定

　

議
案
第
56
号
（
認
定
第
６
号
）　

平
成
22
年
度

佐
那
河
内
村
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
認
定

現
在
の
取
り
組
み
状
況
報
告

現
在
の
取
り
組
み
状
況
報
告

現
在
の
取
り
組
み
状
況
報
告

佐
那
河
内
村
長

原

　
　仁  

志

現
在
の
取
り
組
み
状
況
報
告

現
在
の
取
り
組
み
状
況
報
告
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歳
入
歳
出
予
算
そ
れ
ぞ
れ
１
８
８
万
１
千
円
を

減
額
し
、
歳
入
歳
出
の
予
算
を
総
額
２
億
２
８
８

５
万
９
千
円
と
し
た
。
施
設
管
理
費
の
技
術
点
検

委
託
料
の
減
額
を
計
上
し
た
も
の
。

   

条
例
案
件

　

議
案
第
62
号　

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

   

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
の

改
正
に
伴
い
条
例
改
正
を
行
う
も
の
。

　

議
案
第
63
号　

佐
那
河
内
村
保
健
セ
ン
タ
ー

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　

使
用
料
を
新
し
く
定
め
、
使
用
料
を
徴
収
す

る
も
の
。

   
単
行
案
件

　

議
案
第
64
号　

佐
那
河
内
村
過
疎
地
域
自
立

促
進
計
画
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　

昨
年
４
月
に
制
定
、
延
長
を
さ
れ
て
い
る
過
疎

地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
の
本
村
で
の
今
後

の
取
り
組
み
の
事
業
計
画
を
一
部
変
更
す
る
も

の
。

   

人
事
案
件

　

議
案
第
65
号　

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に

つ
い
て

　

東
野
弘
之
氏
を
選
任
し
た
い
の
で
、
議
会
の

同
意
を
経
る
も
の
。

   

報　
　

告

　

報
告
第
４
号　

平
成
22
年
度
佐
那
河
内
村
財

政
健
全
化
判
断
比
率
等
の
報
告
に
つ
い
て

　

平
成
22
年
度
佐
那
河
内
村
財
政
健
全
化
判
断

比
率
及
び
公
営
企
業
会
計
の
資
金
不
足
比
率
を

監
査
委
員
の
意
見
を
付
け
て
議
会
に
報
告
す
る

も
の
。

　

議
案
第
57
号
（
認
定
第
７
号
）　

平
成
22
年
度

佐
那
河
内
村
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
認
定

   

補
正
予
算

　

議
案
第
58
号　

平
成
23
年
度
佐
那
河
内
村
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

  

歳
入
歳
出
予
算
そ
れ
ぞ
れ
４
５
６
１
万
６
千

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

23
億
２
６
５
万
８
千
円
と
し
た
。
主
に
歳
入
で

は
、
地
方
交
付
税
が
、
１
億
８
７
７
５
万
４
千
円

の
増
額
、
財
政
調
整
基
金
か
ら
の
繰
入
金
が
２
億

円
減
額
、
村
債
で
、
臨
時
財
政
対
策
債
、
過
疎

対
策
事
業
債
、
現
年
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧

事
業
債
な
ど
５
４
２
３
万
円
の
増
額
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
歳
出
で
は
主
に
、
災
害
復
旧
費
で

は
、
農
林
業
施
設
災
害
復
旧
事
業
、
公
共
土
木

施
設
災
害
復
旧
事
業
で
３
３
９
０
万
円
の
増
額
、

消
防
費
で
は
東
日
本
大
震
災
へ
の
現
地
研
修
、
防

火
水
槽
の
修
繕
、
消
防
道
設
置
工
事
な
ど
に
よ
り

１
１
６
４
万
２
千
円
の
増
額
な
ど
を
計
上
し
た
も

の
。

　

議
案
第
59
号　

平
成
23
年
度
佐
那
河
内
村
国

民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

に
つ
い
て

　

歳
入
歳
出
予
算
そ
れ
ぞ
れ
２
６
８
万
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
の
予
算
を
総
額
３
億
７
８
９
３
万

円
と
し
た
。
介
護
給
付
費
及
び
償
還
金
の
増
額

を
計
上
し
た
も
の
。

　

議
案
第
60
号　

平
成
23
年
度
佐
那
河
内
村
簡

易
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）に
つ
い
て

  

歳
入
歳
出
予
算
そ
れ
ぞ
れ
77
万
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
の
予
算
を
総
額
９
４
７
４
万
円
と
し

た
。
施
設
管
理
の
修
繕
費
な
ど
の
増
額
を
計
上

し
た
も
の
。

　

議
案
第
61
号　

平
成
23
年
度
佐
那
河
内
村
農

業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

に
つ
い
て

　
大
　
岩
　
和
　
久  

議
員

　
　

村
道
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
①
現
状
の
把 

　
　

握
と
今
後
の
対
応
、
対
策
に
つ
い
て
②
大

雨
時
に
お
け
る
排
水
の
状
況
は
？
ま
た
今
後
の
対

応
、
対
策
に
つ
い
て
③
維
持
管
理
を
怠
る
こ
と
に

よ
っ
て
は
、重
大
な
事
故
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。

計
画
的
か
つ
継
続
的
な
対
応
を
考
え
て
い
る
の
か

ど
う
か
。

　
　

①
②
③
現
在
、
村
が
村
道
と
し
て
認
定
し

　
　

て
い
る
路
線
数
は
、
全
路
線
で
８
２
７
路

線
、
総
延
長
２
６
２
㎞
を
村
道
と
し
て
認
定
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
村
道
に
つ
い
て
は
、
村
民
の
皆

様
が
安
全
・
安
心
し
て
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
、

道
路
の
維
持
管
理
は
最
重
要
な
村
の
行
政
課
題
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
そ
の
村
道
の
管
理
状
況
は
、
災
害
が

発
生
し
た
と
き
に
災
害
対
応
を
す
る
、
あ
る
い

は
国
の
助
成
に
よ
り
災
害
復
旧
す
る
た
め
に
は
、

村
道
の
管
理
が
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
か
と
い

う
こ
と
や
、
管
理
状
況
を
デ
ー
タ
で
残
し
て
お
く

と
い
う
こ
と
を
国
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
る
。
管
理

状
況
を
デ
ー
タ
で
残
す
こ
と
に
よ
り
、
災
害
に

認
定
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

定
期
的
な
巡
回
を
行
い
、
目
視
あ
る
い
は
写
真
を

撮
る
な
ど
し
て
道
路
管
理
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た

災
害
発
生
時
に
は
事
故
後
現
場
を
確
認
し
て
必

要
な
現
場
対
応
を
講
じ
て
い
る
。

　

村
道
や
排
水
路
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、
人

命
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
今
後
も

行
政
の
課
題
と
し
て
最
善
の
努
力
を
と
っ
て
い
き

た
い
。

　
　

旧
中
学
校
跡
地
の
建
物
並
び
に
、
広
大
な

　
　

土
地
を
含
め
た
有
効
利
用
に
つ
い
て
①
大

局
的
な
方
針
に
つ
い
て
②
小
中
学
校
一
体
型
校
舎

新
築
を
決
定
し
て
か
ら
完
成
ま
で
の
、
具
体
的
な

利
活
用
に
つ
い
て
の
計
画
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
お
聞
か

せ
願
い
た
い
。

　
　

①
大
局
的
な
方
針
に
つ
い
て
、
村
有
地
と

　
　

し
て
大
き
な
資
源
で
あ
り
、
本
村
の
活
性

化
に
寄
与
さ
れ
る
こ
と
を
考
え
た
利
用
方
法
を

考
え
て
い
く
べ
き
で
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。
②

計
画
す
る
上
で
５
つ
の
配
慮
す
る
点
が
あ
る
の

で
、
ま
だ
具
体
的
な
計
画
の
案
は
持
ち
合
わ
せ

て
い
な
い
。
１
点
目
、
旧
中
学
校
の
校
舎
は
高
台

に
あ
り
、
高
齢
者
や
弱
者
に
と
る
と
、
上
へ
上
っ

て
い
く
こ
と
に
抵
抗
感
が
あ
る
。
２
点
目
、
国
道

か
ら
の
進
入
路
の
幅
員
が
狭
く
、
大
型
車
の
進

入
に
つ
い
て
の
問
題
が
あ
る
。
３
点
目
、
旧
中
学

校
下
の
国
道
４
３
８
号
は
、
ち
ょ
う
ど
旧
中
学
校

の
敷
地
の
真
下
だ
け
歩
道
が
な
く
、
歩
道
を
建

設
す
る
た
め
の
用
地
と
し
て
旧
中
学
校
の
敷
地

に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
。
４
点
目
、

体
育
館
で
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
と
き
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
は
駐
車
場
と
し
て
使
う
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。
５
点
目
、
旧
校
舎
の
本
体
を
ど
う
す

る
か
と
い
う
方
向
性
を
出
さ
な
い
と
全
体
像
を

考
え
て
い
く
条
件
が
整
わ
な
い
と
、考
え
て
い
る
。

以
上
の
配
慮
す
る
点
を
考
慮
し
て
、
村
民
の
皆

様
、
議
員
の
皆
様
か
ら
の
意
見
を
反
映
し
て
、

村
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
施
設
に
な
る
よ
う
に

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　

佐
那
河
内
村
の
将
来
像
に
つ
い
て
、
原
村

　
　

政
が
誕
生
し
て
か
ら
１
年
が
経
過
し
た
今
、

具
体
的
な
施
策
を
お
た
ず
ね
し
た
い
。

　
　

早
急
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
は
、
１
点
目
、

　
　

安
全
で
安
心
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
く

た
め
に
救
急
搬
送
体
制
を
整
備
す
る
。
２
点
目
、

生
活
支
援
を
地
域
の
中
で
取
り
組
め
る
方
法
を

考
え
て
い
き
た
い
。
と
り
あ
え
ず
、
平
成
23
年
度

に
つ
い
て
は
高
齢
者
の
外
出
支
援
を
考
え
て
い
き

た
い
。
３
点
目
、
村
民
に
経
済
的
な
ゆ
と
り
が
で

き
る
よ
う
な
農
業
振
興
を
図
る
。
４
点
目
、
村
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
に
努
め
て
い
き
た
い
。
５

答

答答

質質

質
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点
目
、
小
中
学
校
の
校
舎
を
有
効
利
用
し
た
小
・

中
学
生
の
健
全
な
育
成
や
学
力
向
上
に
努
め
て

い
き
た
い
。
６
点
目
、
道
路
改
良
を
進
め
て
い

き
た
い
。
以
上
６
点
が
、
早
急
に
取
り
組
む
べ
き

課
題
で
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

　

中
期
的
に
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
再

生
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
若
い
人
が
定
住
し
、

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
、
農
業
が
振
興
し

て
環
境
に
優
し
い
村
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
き

た
い
。

  

長
期
的
に
は
持
続
可
能
で
美
し
い
農
村
景
観
を

保
っ
た
村
、
そ
し
て
村
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
、

高
齢
者
・
子
ど
も
さ
ん
の
笑
顔
の
多
い
村
に
し

て
い
き
た
い
。　

瀧
　
倉
　
俊
　
晴  

議
員

　
　

村
道
中
央
線
奥
野
々
付
近
の
改
良
工
事
に

　
　

つ
い
て

　
　

村
民
の
皆
様
が
安
全
で
安
心
な
生
活
が
で

　
　

き
る
よ
う
に
道
路
整
備
を
進
め
て
い
く
こ

と
は
村
の
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
特
に
緊
急
を
要
す
る
箇
所
か
ら
計
画
的
に

整
備
を
図
っ
て
い
る
が
、
厳
し
い
財
政
事
情
も

あ
り
、
有
利
な
補
助
事
業
あ
る
い
は
起
債
等
を

勘
案
し
て
整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　

高
齢
者
移
送
サ
ー
ビ
ス
（
タ
ク
シ
ー
券
）
利

　
　

用
実
態
調
査
に
つ
い
て
①
業
務
委
託
契
約

期
間
は
い
つ
か
。
②
委
託
金
額
は
い
く
ら
か
。

③
業
務
委
託
は
適
切
だ
っ
た
か
。

　
　

①
業
務
委
託
契
約
は
６
月
７
日
か
ら
７
月

　
　

10
日
ま
で
②
委
託
金
額
は
39
万
３
７
５
０

円
（
消
費
税
込
み
）。
③
受
託
し
た
業
者
は
、

都
市
計
画
及
び
地
方
計
画
の
技
術
士
の
資
格
を

持
っ
て
い
る
。
県
内
で
技
術
士
の
有
資
格
者
は

数
人
で
あ
る
こ
と
と
、
村
内
の
事
情
に
も
精
通

し
て
い
る
こ
と
か
ら
業
者
選
定
は
適
切
で
あ
っ

た
。
調
査
の
項
目
や
内
容
、
報
告
等
も
適
切
に

行
わ
れ
て
い
る
。

　
岡
　
本
　
隆
　
次  

議
員

　
　

高
齢
者
外
出
支
援
に
つ
い
て
①
今
ま
で
の

　
　

や
り
方
を
継
続
し
な
が
ら
、
新
し
い
方
法

を
模
索
し
て
は
ど
う
か
②
住
民
会
議
と
の
連
携

は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か

　
　

①
外
出
支
援
対
策
は
ひ
と
り
暮
ら
し
の
人
、

　
　

高
齢
者
、
体
の
不
自
由
な
人
の
外
出
手
段

を
確
保
し
、
閉
じ
こ
も
り
に
よ
る
体
力
の
低
下

や
認
知
症
状
の
出
現
を
予
防
す
る
た
め
に
も
大

い
に
活
用
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
実

施
に
つ
い
て
は
、
各
自
治
体
で
実
施
さ
れ
て
い
る

こ
と
な
ど
参
考
に
し
て
、
本
村
に
合
っ
た
方
法
を

探
せ
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。
②
11
月
中
旬
に
住
民

会
議
の
各
部
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が

あ
り
、
そ
の
後
参
考
に
な
る
事
項
、
施
策
に
盛

り
込
ま
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
な
ど
が
あ
れ

ば
大
い
に
ご
指
導
い
た
だ
き
、
高
齢
者
の
積
極

的
な
社
会
参
加
を
促
進
し
、
生
き
が
い
を
持
て

る
安
心
し
た
生
活
を
確
保
で
き
る
よ
う
、
と
も

に
住
民
と
行
政
の
協
働
の
高
齢
者
外
出
支
援
策

や
地
域
福
祉
が
推
進
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　
　

ト
ン
ネ
ル
残
土
処
分
場
の
跡
地
利
用
に
つ

　
　

い
て
①
防
災
ヘ
リ
の
基
地
に
し
た
い
と

言
っ
て
い
た
が
そ
の
後
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
②

防
火
水
槽
が
で
き
な
い
理
由
は

　
　

①
今
修
正
を
か
け
て
い
る
佐
那
河
内
村
地

　
　

域
防
災
計
画
で
は
、
こ
の
（
仮
称
）
中
尾

谷
公
園
を
防
災
ヘ
リ
の
離
着
陸
の
場
と
し
て
指

定
す
る
予
定
。
②
徳
島
県
と
佐
那
河
内
村
は
新

府
能
ト
ン
ネ
ル
の
残
土
の
処
分
場
を
公
園
に
す

る
と
し
て
関
係
機
関
、
県
や
税
務
署
に
事
業
認

定
を
受
け
て
お
り
、
村
は
必
ず
そ
の
事
業
に
着

手
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
現
在
の

中
尾
谷
公
園
の
現
地
は
、
い
ま
だ
当
初
の
事
業

目
的
の
公
園
が
整
備
で
き
て
い
な
い
。
そ
の
中

で
、
畦
畔
に
か
か
る
部
分
は
県
有
地
で
あ
り
、

防
火
水
槽
を
設
置
す
る
に
は
、
県
と
の
協
議
な

ど
が
必
要
で
あ
る
。
な
お
、
平
坦
部
に
防
火
水

槽
を
建
設
す
る
と
あ
と
の
施
設
利
用
、
整
備
な

ど
に
つ
い
て
支
障
が
出
て
く
る
可
能
性
も
あ
り
、

整
備
を
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
今
は

見
合
わ
せ
た
い
。　

松
　
長
　
英
　
視  

議
員

　
　

６
月
一
般
質
問
に
関
連
し
て
①
国
保
事
業

　
　

に
つ
い
て
、
保
健
指
導
の
徹
底
や
、
ど
の
よ

う
な
方
法
で
、
健
康
診
断
受
診
率
を
上
げ
て
い

る
か
②
地
域
防
災
計
画
は
ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る

か
③
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
申
請
者
は
何
人
い
た
か

　
　

①
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
特
定
健
康
診

　
　

断
の
過
去
３
年
間
の
受
診
率
は
、
31.6
％
か
ら

38.7
％
。
こ
の
受
診
率
は
徳
島
県
下
24
市
町
村
の

ほ
ぼ
平
均
、
あ
る
い
は
少
し
上
位
に
位
置
す
る
。

ま
た
年
度
内
の
特
定
健
診
結
果
に
基
づ
く
保
健

指
導
率
は
、
22
年
度
で
55
％
ほ
ど
、
21
年
度
で
は

50
％
と
い
う
結
果
に
な
っ
て
い
る
。
ど
う
い
う
方

法
で
健
康
診
断
の
受
診
率
を
上
げ
て
い
く
か
と
い

う
こ
と
に
つ
い
て
、個
々
に
通
知
を
す
る
、ま
た
は
、

特
定
健
診
を
受
け
て
い
な
い
人
に
つ
い
て
は
早
期

受
診
、
早
期
発
見
の
啓
発
案
内
を
行
う
、
あ
る
い

は
気
に
な
る
人
に
つ
い
て
は
担
当
保
健
師
が
訪
問

に
よ
る
勧
奨
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
②
現

在
委
託
業
者
と
契
約
を
交
わ
し
て
お
り
、
業
務
の

期
間
は
７
月
１
日
か
ら
来
年
の
２
月
29
日
ま
で
と

な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
内
容
の
検
討
を
行
い
、
有
効

な
内
容
に
す
べ
く
努
力
を
し
て
い
き
た
い
。③
６
月

１
日
か
ら
２
カ
月
間
受
付
し
て
、
現
在
ま
で
に
５

人
か
ら
申
し
込
み
が
あ
っ
た
。
補
助
金
は
１
２
８
万

円
、
事
業
費
に
つ
い
て
は
７
３
６
万
２
千
円
余
り

の
事
業
費
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
　

環
境
問
題
に
つ
い
て
①
近
年
の
村
内
の
川

　
　

の
水
質
変
化
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
②
村
内

の
生
物
の
調
査
に
つ
い
て

　
　

①
以
前
は
集
落
排
水
処
理
場
の
施
設
が
未

　
　

整
備
で
あ
っ
た
た
め
家
庭
排
水
が
直
接
川
に

入
っ
て
川
の
水
質
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
。

現
在
は
農
業
集
落
排
水
施
設
が
整
備
さ
れ
、
家

庭
排
水
か
ら
直
接
川
へ
流
れ
込
む
こ
と
が
少
な

く
な
っ
て
い
る
の
で
不
必
要
で
な
い
か
と
い
う

判
断
が
さ
れ
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
な
お
、
本

村
に
６
カ
所
あ
る
農
業
集
落
排
水
施
設
の
水
質

検
査
で
は
、
基
準
内
の
水
が
放
出
さ
れ
て
い
る
。

②
詳
し
く
は
平
成
13
年
度
に
阿
波
学
会
が
調
査

さ
れ
ま
し
た
佐
那
河
内
村
総
合
学
術
調
査
に
よ

り
報
告
書
が
出
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
降
一

体
的
な
全
体
の
調
査
は
行
っ
て
い
な
い
。
な
お
、

河
川
に
つ
き
ま
し
て
は
、
毎
年
い
き
も
の
ふ
れ

あ
い
の
里
の
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
指
導
員
が

園
瀬
川
を
中
心
に
動
物
の
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

そ
の
調
査
結
果
、
絶
滅
し
た
生
物
は
い
な
い
と
、

報
告
を
さ
れ
て
い
る
。

　
　

林
道
、
園
内
道
路
の
整
備
に
つ
い
て
①
村

　
　

の
林
道
、
園
内
道
路
が
放
棄
さ
れ
通
行
不

能
と
な
っ
て
い
る
の
は
ど
れ
く
ら
い
か
②
今
後

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

　
　

①
現
在
村
に
は
認
定
し
た
林
道
は
17
路
線
、

　
　

23
㎞
あ
り
、
そ
の
う
ち
林
道
と
し
て
の
機

能
が
十
分
果
た
せ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
林
道

は
３
路
線
、
2.5
㎞
あ
る
。
ま
た
、
一
部
機
能
し

て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
路
線
も
５
線
ほ
ど
、
お

よ
そ
1.6
㎞
程
度
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
園
内
道
に

つ
い
て
、
現
在
も
新
設
を
希
望
さ
れ
る
が
、
既

に
整
備
済
み
の
園
内
道
も
、
高
齢
化
に
よ
り
離

農
さ
れ
た
人
な
ど
も
増
え
、
高
齢
者
で
維
持
管

理
が
で
き
ず
廃
道
に
近
い
状
態
の
園
内
道
も
見

受
け
ら
れ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
、
現
在
利

用
で
き
て
い
な
い
園
内
道
の
延
長
が
ど
れ
ぐ
ら

い
あ
る
か
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
数
字
は
つ
か

ん
で
い
な
い
。
②
林
道
、
園
内
道
の
適
切
な
管

理
に
よ
り
、
野
生
動
物
が
増
え
た
り
、
鳥
獣
害

に
よ
る
農
作
物
へ
の
被
害
が
少
な
く
な
る
よ
う
、

村
民
の
皆
様
と
議
論
を
重
ね
て
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

質

質質

質 質

答

答

答

答 答

質 質答 答
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平成23年9月議 会 行 事 出 席 報 告議 会 行 事 出 席 報 告 〈場　所〉
（出席者）

　9月 1日　村議会全員協議会〈農振C〉（全議員）
 　　　８日　平成23年度新任農業委員研修会〈小松島市ミリカホール〉（大岩農業委員）
　　　９日　平成23年第３回村議会定例会開会〈会期を16日までの8日間と決め、議案の上程並びに決算報告、議案審議及び平成22年度会計決算審査を実施〉（全議員）
　　　10日　佐那河内中学校清流祭〈音楽室・多目的ホール〉（長尾議長、仁羽文教厚生委員長、大岩総務産業建設委員長）
　　　12日　平成23年第３回村議会定例会（２日目）〈決算書類審査〉（全議員）
　　　13日　平成23年第３回村議会定例会（３日目）〈中学校旧校舎の耐震診断現状説明会、決算書類審査〉（全議員） 
　　　15日　平成23年第３回村議会定例会（４日目）〈一般質問〉（全議員）
　　　16日　平成23年第３回村議会定例会（最終日）〈議案に対する質疑、討論を行い、表決し閉会〉（全議員）
　　　22日　９月分例月出納検査〈役場〉（井開、瀧倉監査委員）
　　　28日　村農業委員会定期総会〈農振C〉（大岩農業委員）

　
　

行
政
改
革
に
関
連
し
て
、
今
年
度
、
村
職

　
　

員
採
用
に
踏
み
切
っ
た
理
由
に
つ
い
て

　
　

地
方
自
治
体
と
し
て
求
め
ら
れ
る
行
政
課

　
　

題
に
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
に
は
一
定
数

の
職
員
が
必
要
で
あ
り
、
ま
た
職
員
の
年
齢
構
成

な
ど
も
勘
案
し
な
が
ら
職
員
を
採
用
し
た
。

　

中
　
野
　
　
　
實
　
議
員
　

　
　

村
の
防
災
に
つ
い
て
、
拠
点
と
な
る
防
災

　
　

セ
ン
タ
ー
を
村
の
中
央
に
建
設
す
る
計
画

を
考
え
て
は
ど
う
か

　
　

現
時
点
で
私
の
確
た
る
方
針
は
ま
だ
持
ち

　
　

合
わ
せ
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
本

村
の
防
災
セ
ン
タ
ー
を
考
え
る
上
で
、
問
題
点

と
し
て
は
次
の
よ
う
な
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

現
在
、
本
村
で
の
防
災
の
心
臓
部
は
役
場
庁

舎
で
あ
る
が
、
庁
舎
の
耐
震
診
断
評
点
は
非
常

に
劣
っ
て
お
り
、
防
災
拠
点
と
し
て
の
役
割
を

担
っ
て
い
け
る
状
態
で
は
な
い
。
万
が
一
地
震
が

あ
っ
て
こ
の
施
設
が
崩
壊
す
る
と
防
災
無
線
が

使
用
可
能
と
な
り
村
民
に
防
災
情
報
の
伝
達
が

で
き
な
く
な
る
と
い
う
庁
舎
の
耐
震
化
の
問
題

が
ま
ず
１
点
目
。
２
点
目
、
防
災
施
設
、
防
災
セ

ン
タ
ー
が
な
い
た
め
に
、
現
在
村
で
は
備
品
な

ど
の
品
物
を
散
逸
し
て
管
理
を
し
て
い
る
。
本

来
防
災
セ
ン
タ
ー
に
集
約
化
し
て
備
品
な
ど
を

管
理
し
、
災
害
に
備
え
る
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
の

点
も
不
十
分
で
あ
る
。
３
点
目
、
救
急
救
命
体

制
が
整
っ
て
い
な
い
。
４
点
目
、
個
々
の
消
防
分

団
の
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、
第
１
分
団

の
格
納
庫
が
老
朽
化
し
て
お
り
、
施
設
を
新
し

く
す
る
必
要
が
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
４
点

の
現
在
抱
え
て
い
る
問
題
が
あ
る
。

　

今
後
検
討
し
て
い
く
内
容
と
し
て
は
ど
の
よ

う
な
も
の
が
あ
る
か
、
現
在
３
点
ほ
ど
考
え
て
い

る
。
ま
ず
１
点
目
、
こ
の
役
場
庁
舎
と
防
災
セ

ン
タ
ー
と
の
関
係
を
ど
う
す
る
か
。
２
点
目
、
も

し
施
設
整
備
を
す
る
と
し
た
ら
場
所
は
ど
こ
が

よ
い
の
か
。
３
点
目
、
救
急
救
命
関
係
の
施
設
を

ど
の
よ
う
に
し
て
整
備
を
図
っ
て
い
く
か
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
多
額
の
費
用
が
か
か
る

の
で
慎
重
に
検
討
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
早
急

に
方
向
性
を
出
す
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た
い
。

　
　

地
域
福
祉
計
画
に
つ
い
て
、
交
通
弱
者
の

　
　

支
援
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か

　
　

実
施
に
つ
い
て
は
他
の
自
治
体
を
参
考
に

　
　

し
、
本
村
に
合
っ
た
方
法
を
探
せ
れ
ば
と

考
え
て
い
る
。
具
体
的
に
、
タ
ク
シ
ー
券
は
タ
ク

シ
ー
券
を
使
え
る
人
の
み
の
利
用
で
あ
る
し
、
高

齢
者
の
外
出
支
援
を
目
的
と
す
る
制
度
で
あ
る
。

村
づ
く
り
住
民
会
議
の
中
で
話
さ
れ
て
い
る
内
容

を
聞
い
た
と
こ
ろ
で
は
、
弱
者
の
生
活
支
援
を

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
あ
わ
せ
て
ど
の
よ
う
に

構
築
し
て
い
く
か
と
い
う
ふ
う
に
伺
っ
て
い
る
の

で
、
そ
う
い
っ
た
点
に
つ
い
て
も
ご
理
解
い
た
だ

け
た
ら
と
考
え
て
い
る
。

　
伊
　
藤
　
博
　
美  

議
員

　
　

徳
島
県
立
佐
那
河
内
い
き
も
の
ふ
れ
あ
い

　
　

の
里
の
指
定
管
理
者
の
募
集
に
つ
い
て
①

い
き
も
の
ふ
れ
あ
い
の
里
の
指
定
管
理
者
募
集

に
つ
い
て
の
村
の
考
え
は
②
特
定
非
営
利
活
動

法
人
大
川
原
は
指
定
管
理
者
を
目
指
し
て
い
る

が
村
（
行
政
）
の
支
援
に
つ
い
て

　
　

①
こ
の
施
設
は
平
成
４
年
の
７
月
に
開
館

　
　

し
て
お
り
、
本
年
度
は
20
年
目
に
当
た
る
。

　

こ
の
20
年
間
の
う
ち
14
年
間
は
徳
島
県
が
直

接
運
営
し
、
最
近
６
年
間
に
つ
い
て
は
、
３
年

ず
つ
２
回
に
わ
た
り
指
定
管
理
者
と
し
て
佐
那

河
内
村
が
管
理
を
行
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
法

律
で
定
め
ら
れ
て
い
る
指
定
管
理
者
制
度
は
、

本
来
民
間
活
力
の
活
用
が
目
的
で
、
行
政
で
あ

る
村
が
指
定
管
理
を
受
け
る
こ
と
は
い
か
が
な

も
の
か
い
う
疑
問
も
あ
り
、
来
年
４
月
以
降
の

い
き
も
の
ふ
れ
あ
い
の
里
の
指
定
管
理
に
つ
い

て
は
、
村
が
直
接
指
定
管
理
を
受
け
る
こ
と
か

ら
身
を
引
く
の
が
よ
い
の
で
な
い
か
と
考
え
て

い
る
。
②
大
川
原
が
す
ば
ら
し
い
高
原
と
な
る

こ
と
を
願
い
、
村
と
し
て
で
き
得
る
限
り
の
支

援
を
し
て
い
き
た
い
。

　
仁
　
羽
　
悟
　
郎  

議
員

　
　

防
災
対
策
に
つ
い
て
①
防
災
拠
点
、
消
防

　
　

本
部
の
設
置
計
画
に
つ
い
て
②
被
災
者
支

援
シ
ス
テ
ム
導
入
に
つ
い
て
③
自
主
防
災
運
営
補

助
金
に
つ
い
て
④
女
性
の
目
線
に
立
っ
た
防
災
会

議
開
催
に
つ
い
て

　
　

①
防
災
拠
点
と
し
て
の
消
防
本
部
の
設
置

　
　

そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
本
村
で
最
も
大
切

な
、
重
要
な
案
件
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
早

い
時
期
に
方
向
性
を
出
し
た
い
。
②
シ
ス
テ
ム

は
無
償
だ
が
デ
ー
タ
の
入
力
を
す
る
に
は
住
民

基
本
台
帳
デ
ー
タ
の
必
要
な
項
目
を
抽
出
す
る

作
業
が
必
要
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
開
発
費
用
に
若
干
の
初
期
費
用
が
発
生
す

る
。
現
在
そ
の
デ
モ
版
を
利
用
し
、
そ
の
シ
ス

テ
ム
の
構
成
を
調
べ
て
い
る
最
中
で
あ
る
。
本
村

で
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
か
し
な
い
か
も

含
め
、
も
う
し
ば
ら
く
時
間
を
い
た
だ
き
た
い
。

③
村
民
に
意
識
改
革
を
促
し
、
自
主
防
災
組

織
の
活
動
を
活
性
化
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
安
全
な
村
づ
く
り
に
寄
与
す
る
た
め
に

も
、
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。
④
本
村
の
条
例

で
は
、
こ
の
防
災
会
議
に
つ
い
て
、
定
員
や
参

画
す
る
組
織
な
ど
事
細
か
く
規
定
さ
れ
て
い
る
。

幅
広
い
女
性
の
組
織
か
ら
の
参
画
を
求
め
る
に

は
、
条
例
の
改
正
な
ど
も
必
要
と
な
っ
て
く
る
。

現
在
策
定
し
て
い
る
防
災
会
議
の
重
要
な
メ
ン

バ
ー
で
あ
る
の
で
、
担
当
課
長
な
ど
交
え
て
内

容
を
検
討
し
て
方
向
性
を
出
し
て
い
き
た
い
。

                              

質 質答 答

質質

質
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答
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敬老会招待者
75歳以上招待者 652人
うち米寿（88歳） 21人
うち高齢者（80歳） 43人
金婚者 18組

    10月2日（日）本年度
75歳以上になられる人
や金婚者をお招きし、
村民をあげて長寿と健
康を祝福することを目
的に開催しました。
　247人の出席を頂き
保育所から老人会、す
だち連など様々な余興
に、楽しいひとときを
過ごしました。

小学校代表祝辞
多田 楓雅さん（5年）

小学校代表祝辞
松尾 あかねさん（5年）

金婚式　代表　長濱さん夫妻

中学校代表祝辞
笠井 翔吾さん（3年）

被招待者代表謝辞
白木 　正さん

平間　重美さん（明治４１年１２月１日生） 國原  イトヱさん（明治43年5月10日生）

國原　イトヱさん
明治43年5月10日生

　平成23年度　「敬老の日」長寿者慶祝訪問
９月２６日㈪１０１歳以上の長寿を祝い、県知事からの祝い状の伝達が行われました。
平間さんは１２月に１０３歳に、國原さんは５月に１０１歳になられております。
お二人の今後ますますのご長寿をお祈りいたします。

平成２３年度 敬老会開催平成２３年度 敬老会開催
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9/14
（水）

9/18
（日）

４・５歳児32人が
『栗拾い』をしました。
（追上ごみ集積所北、佐野農園より招待）
　栗拾いを通して栗林のにおい、
吹き抜ける風の涼しさ、木登り、数、
色・・・自然からたくさんの貴重な
体験ができました。 
　拾った栗は、調理室でゆでても
らい、おやつにいただきました。

　大阪市中央体育館で行われた全国大会
に、緑風館から梶本侑里さん（中１）、橘温
さん（小５）、梶本星来さん（小３）の３選手
が徳島県代表として出場しました。惜しく
も全員１回戦で敗退しましたが、全国の強
者と対戦し、今後にいかせる何か得るもの
がありました。
　緑風館では、橘只行さん（仁井田）の指
導の下、週２回の練習を重ね、日々レベル
アップに励んでいます。
　これからの活躍がますます楽しみです。

　中山間地域等直接
支払事業の取り組みと
して、６月１日に植え
た稲苗が大きくなり、
稲刈りを体験しまし
た。なかなか稲を束
にすることができず、
悪戦苦闘！しかし出来
上がった餅米で何を
作って食べるのか、と
ても楽しみにしてまし
た。

日本拳法「緑風館」
全日本拳法総合選手権大会に出場
日本拳法「緑風館」
全日本拳法総合選手権大会に出場
日本拳法「緑風館」
全日本拳法総合選手権大会に出場

秋が来たよ
　栗拾い楽しかったよ
　　　おいしかったね

秋が来たよ
　栗拾い楽しかったよ
　　　おいしかったね

秋が来たよ
　栗拾い楽しかったよ
　　　おいしかったね

　　　　「木に
 　なっとるのは
 くりちがうん？」 
　 「かぜがふいたら　
　  おちるかなあ」 

　　「うわぁ
　  くりがおちとる」 
   「イガイガ　いたそう」 
       「１つ　２つ　３つ
　  …ようけある」 

小学5年生  稲刈り体験 !小学5年生  稲刈り体験 !小学 5年生  稲刈り体験 !9/28
（水）

sanagochi 11



sanagochi12

平成23年度 明治大学ファームステイ研修明治大学ファームステイ研修
９月６日㈫～９月１２日㈪

　 ファームステイ研修とは、学生た
ちが農家に民泊し、農業体験を通し
て、農業の実態に触れることができ
る事業です。全国１０カ所の地域で
実施されていて、村では農家の皆さ
んのご協力のもと、今年で５年目を
迎えることが出来ました。
　明治大学食料環境政策科２年生
の学生１２人（男性６人、女性６人）
がこの研修で来村しました。「初めて
徳島に来た」という学生がほとんど
で、すだちについてもあまり知らな
いようでした。
　初日に催された対面式で、初めて受け入れ農家の皆さんと対面するということで、学生たちはとても緊張してい
ましたが、同時に、「農家の人との交流を深めたい」という意気込みを感じました。
  対面式の翌日から本格的に農業体験が始まりましたが、現地を訪れると、すだちのトゲやクモなどに苦戦しなが
らもすだちの収穫に真剣に取り組んでいました。最初は慣れない農作業でしたが、農家の皆さんの指導もあり、最
終日近くになるとすっかり慣れた様子で作業に励んでいました。作業の休憩中には受け入れ農家の人や手伝いに
来てくれている人とも和気あいあいと話す姿も見られました。
　研修中、学生たちは受け入れ農家の皆さんと大川原高原に行ったり、朝早くからグラウンドゴルフを楽しむな
ど、今までの生活とはひと味違った佐那河内村での生活を体験しました。

　研修を終えて学生からは、「楽しかった」「また来年も来たい」という声を多
くいただきました。１週間という短い研修期間でしたが、学生たちにとっても
農家の皆さんにとっても、そして村にとっても新しい交流の場となったと思い
ます。
　今年は新たに、受け入れ農家の皆さんが11月に開催される大学祭に参加し、
受け入れた学生たちとともに、佐那河内村のすだちの消費宣伝活動に参加す
ることになりました。短い期間の中で話し合い、新たな展開につながりました。



清流祭
佐那河内中学校

平成23年9月10日㈯

　今年の清流祭では、生徒たち
の創意工夫が随所に見られ、活
発に活動しました。表現の部で
は、中学生らしい楽しい劇に会
場中大笑いでした。『まる子の友情』（1年生）

『ややマルモ☆パラダイス』（2年生）

『SERORI』（3年生）

合唱（音楽部）　曲：「証（あかし）」「アベ・マリア」
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　がん検診を次の日程で実施します。受診をご希望される人は住民福祉課保健衛生係
　　　　　　　　　　　　　　　（電話：679－2114、IP：5000～5004）までお申し込みください。

平成23年度 がん検診のお知らせ

●がん検診日程及び場所

●がん検診内容及び負担金

検診日程 検診場所 受付時間

平成23年12月２日（金） 佐那河内村農業振興センター
9：00～11：00
婦人科及び骨密度検査は13：00～13：30
（※ただし、乳がん検診は、午前中も受付します。）

※生活保護受給者は、負担金は無料です。
※12月2日㈮の村内で行う検診では、歯科健診も行います。歯科健診の負担金は無料なので、この機会にぜひ受診してください。
※特定健診受診券をお持ちの方は、がん検診と同時実施できます。ご希望の人は、がん検診予約時にお申し出ください。
※6月から11月までのがん検診では、健診センターにおけるオプション項目【頚部エコー検査：負担金3,150円・腹部エコー検査：負担
　金4,770円】を追加できます。ご希望の人は、がん検診予約時にお申し出ください。

胃 が ん 検 診 40歳以上の村民 500円

肺 が ん 検 診 40歳以上の村民（65歳以上の人は結核検診を含みます。） 100円

前立腺がん検診 50歳以上の村民（男性のみ） 1,000 円

子 宮 が ん 検 診
（ 婦 人 科 検 診 ）

20歳以上の村民（女性のみ）
※ 2年に 1回の受診が標準です。（原則として、平成 22
年度に受診された人は、平成 24年度に検診を受けてく
ださるようお願いします。）

400円

乳 が ん 検 診
（ 婦 人 科 検 診 ）

40歳以上の村民（女性のみ）

※

※

2年に 1回の受診が標準です。（原則として、平成 22
年度に受診された人は、平成 24年度に検診を受けてく
ださるようお願いします。）

12月２日（金）は、午前中も受付します。

1,000 円

骨 密 度 検 査 40歳以上の村民 400円

肝炎ウイルス検査

①平成 23年度において満 40歳となる村民
　（昭和46年4月1日～昭和47年3月31日生まれの人）
②平成 14年度から平成 22年度までの間に、肝炎ウイル
　ス検査の対象者であって、受診の機会を逸した村民

300円

大 腸 が ん 検 診 40歳以上の村民 300円

喀 痰 検 査 肺がん検診受診者で、肺がんの危険性が高いと認められた村民 300円

対　　象　　者 負担金検診内容

❶
❷
❸
❹
❺
❻

対 象 者
期 　 間
実施方法
料 　 金
接種回数
申し込み先

65歳以上の人　　　　
平成23年11月15日から平成24年1月15日まで
個別接種（名東郡医師会及び徳島市医師会の会員で、予防接種実施を承諾した医師）
1,800円（接種した医療機関窓口でお支払いください）
1回
住民福祉課  問診表、注意事項などをお渡しします。

高齢者インフルエンザ予防接種の実施について



10,000円（一律）中学生

3歳～小学校修了前

0歳～3歳未満

対象年齢 手当の月額

15,000円（一律）

10,000円（第３子以降は15,000円）

10月分からの子ども手当を受け取るためには、支給対象となる人かどうか審査しますので、これまで受け
取っていた人も含め、対象のお子さんを持つ全ての人は、申請をしてください。
※公務員の人は勤務先へ申請してください。
※これまで子ども手当を受け取っていた人につきましては、11月ごろに申請書送付を予定しております。

10月 から「子ども手当」が変わります。10月 から「子ども手当」が変わります。
申請申請をお忘れなく！！

中学校卒業前まで
のお子さんを持つ

人へ

◎ 支給額が変わります
平成23年10月分～平成24年3月分の支給額が
以下のように変わります。

◎ 支給対象者が変わります

※10月分～1月分の手当は
　平成24年2月に、　2月・
　3月分の手当は平成24年
　6月に支払われます。

平成24年3月末までに申請をすれば、10月分からの手当を受け取ることができます。
ご注意ください！！！！

お問合せ　住民福祉課

以下の人は前述の期間（平成24年3月末）に関わらず、速やかに申請してください。
10月分からの手当を受け取ることができなくなります。
・10月以降に他の市町村へ転居した人 …転出した日（予定日）の翌日から
・10月以降にお子さんが生まれた人 ……生まれた日の翌日から数えて15日までに

これまで子ども手当を
受け取っていた人も含め、
全ての人が申請が必要です。

44
その

「
緑
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊
」

　

こ
の
間
ま
で
暑
い
暑
い
と
言
っ
て
い
た
と
思
っ
た
ら
、
も
う

す
っ
か
り
秋
に
な
り
ま
し
た
ね
。
佐
那
河
内
で
は
、
す
だ
ち
採

り
の
終
わ
り
と
と
も
に
秋
が
や
っ
て
来
る
と
い
う
感
じ
で
し
ょ
う
か
。

　

私
も
9
月
の
中
旬
の
12
日
間
、
計
5
件
の
農
家
さ
ん
で
す
だ
ち
収
穫
の
お

手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
徳
島
に
来
る
ま
で
は
あ
ま
り
な
じ
み

の
な
い
も
の
で
し
た
が
、
農
家
さ
ん
と
話
し
な
が
ら
毎
日
収
穫
を
す
る
う
ち

に
自
然
と
自
分
の
中
で
村
の
特
産
品
で
あ
る
す
だ
ち
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て

い
き
ま
し
た
。

　

ち
ょ
う
ど
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
で
す
だ
ち
取
り
に
来
て
い
た
明
治
大
学
の
大

学
生
と
も
交
流
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、「
も
っ
と
こ
こ
に
い
た
い
」

「
ま
た
必
ず
来
ま
す
」
と
い
う
彼
ら
の
帰
り
際
の
言
葉
が
と
て
も
印
象
に

残
り
ま
し
た
。
彼
ら
や
私
の
よ
う
に
縁
あ
っ
て
こ
の
村
を
訪
れ
、
こ
の
村
の

フ
ァ
ン
に
な
る
人
が
増
え
る
こ
と
は
特
産
品
で
あ
る
す
だ
ち
を
県
外
に
広
め

る
き
っ
か
け
に
な
る
と
思
い
ま
す
。　

9
月
初
め
に
東
京
で
協
力
隊
の
中
間

研
修
が
あ
り
、
全
国
で
活
動
す
る
仲
間

た
ち
に
お
す
す
め
の
使
い
方
を
書
い
た

紙
を
添
え
て
お
土
産
と
し
て
す
だ
ち
を

渡
し
ま
し
た
（
写
真
は
今
年
度
の
54
人

の
協
力
隊
員
で
す
）。
あ
ま
り
口
に
し

た
こ
と
が
な
い
と
い
う
人
が
多
く
と
て

も
喜
ば
れ
、
そ
の
後
料
理
や
飲
み
物
に

絞
る
だ
け
で
な
く
、
酵
素
を
作
っ
た
と

い
う
報
告
を
く
れ
た
隊
員
も
い
ま
す
。

　

私
が
こ
の
村
へ
来
て
半
年
が
過
ぎ
ま

し
た
が
、
残
り
の
半
年
の
活
動
期
間
で

す
だ
ち
な
ど
の
特
産
品
を
含
め
、
村
の

魅
力
を
も
っ
と
知
っ
て
、
自
分
の
可
能

な
限
り
Ｐ
Ｒ
し
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て

い
ま
す
。
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さなごうちスポーツクラブ案内さなごうちスポーツクラブ案内
〈農振センター〉　  2階和室
 健康運動教室　
　20：00～21：00

　〈村民体育館〉
 卓  球
　 19：30～21：00
 ※バドミントン　
　 20：00～22：00

●お問い合わせ●
　さなごうちスポーツクラブ事務局
                         （教育委員会内）
　☎679-2817　IP5006

・※印の種目は活動費が必要です。
・ジュニアスポーツ教室は別途案内します。
・参加される方でスポーツクラブ未加入の方は、
事前に事務局で参加申込・スポーツ保険加
入の手続きをしてください。

・日程は変更する場合があります。

11月

スポーツ振興くじ助成事業

卓　球

卓　球 バドミントン

バドミントン健康運動教室

健康運動教室 バドミントン

バドミントン

   1 2 3 4 5 

 6 7 8 9 10 11 12 

 13 14 15 16 17 18 19 

 20 21 22 23 24 25 26 

 27 28 29 30 

日 月 火 水 木 金 土

佐那河内村人権教育研究協議会・佐那河内村教育委員会

佐那河内村の人権教育　　VOL.177

注
①

　
ゆ
め
風
基
金
と
は
、
被
災
障
が
い
者
支
援
団
体
で
す
。
阪
神
大
震
災
後
、
緊
急
時
に
障
が
い
者
の
助
け

に
な
る
よ
う
、
普
段
か
ら
備
え
て
お
こ
う
と
の
思
い
か
ら
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
を
人
権
の
視
点
で
考
え
る

東
日
本
大
震
災
を
人
権
の
視
点
で
考
え
る

東
日
本
大
震
災
を
人
権
の
視
点
で
考
え
る

│ 

障
が
い
者
の
人
権 

│

　
８
月
19
日
㈮
、
第
２
回
佐
那
河
内
村
人
権
大
学
講
座
を
、
農
業
総
合
振
興
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し

ま
し
た
。
講
師
に
ゆ
め
風
基
金
（
注
①
）
副
代
表
　
河
野
秀
忠
さ
ん
を
お
招
き
し
、「
東
日
本
大
震

災
を
人
権
の
視
点
で
考
え
る
②
」
と
い
う
演
題
で
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
演
要
旨
に

つ
い
て
掲
載
し
ま
す
。

　
講
師
の
河
野
さ
ん
は
、

「
東
日
本
大
震
災
後
、
現
地
の
障
が
い
者
支
援
を
通
じ
、
有
事
の
際
に
は
、
他
の
多
く
の
人
が
優

先
さ
れ
、
数
が
少
な
い
障
が
い
者
の
人
権
は
守
ら
れ
に
く
い
と
い
う
こ
と
、
障
が
い
者
に
対
す
る

周
囲
の
理
解
は
ま
だ
ま
だ
進
ん
で
い
な
い
こ
と
な
ど
を
実
感
し
ま
し
た
。」

「
障
が
い
者
は
、
本
人
や
家
族
の
努
力
だ
け
で
は
解
決
出
来
な
い
問
題
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

上
、
障
が
い
の
な
い
人
だ
け
に
視
点
を
あ
て
た
社
会
に
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
に
と
っ
て
不
便
な

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
現
代
に
お
い
て
、
誰
も
が
住
み
や
す
い
社
会
を
作
る
に
は
ど
う
す

れ
ば
い
い
か
を
考
え
る
こ
と
、
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
を
通
じ
て
見
え
た
こ
と
を
活
か
し
、
こ
れ

か
ら
の
新
し
い
社
会
を
創
造
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
障
が
い
者
の
障
が
い
の
種
類
や
程
度
は
一
律
で
は
な
く
、
生
活
の
中
で
「
困
る
こ
と
」
や
「
支

援
が
必
要
な
こ
と
」
も
人
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
困
っ
て
い
る
時
に
助
け
合
う
の
は
当
た
り

前
の
こ
と
。
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
、
障
が
い
者
と
の
よ
り
よ
い
接
し
方
に
つ
い
て
考
え
、
共
に
生

き
る
社
会
づ
く
り
の
一
員
と
し
て
の
意
欲
と
実
践
力
を
養
い
ま
し
ょ
う
。



あなたの声をお聞きします。あなたの声をお聞きします。
10月17日㈪～23日㈰は「行政相談週間」です

■日　　　時　平成23年10月24日（月）９：00～12：00
■場　　　所　農業振興センター２階小和室
■担当相談員　谷泉　功さん
■相　談　例　①道路の標識の見直し・夜間照明灯・凸凹の解消など。　②相続の時の登記方法など。
　　　　　　　③年金受給手続きなど。　④役所窓口の対応など。

村では、行政相談週間の一環として徳島行政評価事務所の支援のもと、次のとおり行政相談所を開設します。

行政相談週間

※相談は無料で、秘密は固く守られます。

暴力団の根絶に向けて暴力団の根絶に向けて
駐在所だより

★最近の暴力団情勢
　暴力団は、近年、伝統的な資金獲得活動や民事介入暴力、行政対象暴力等に加え、その組織
実態を隠ぺいしながら、建設業、不動産業、金融、証券市場へ進出して、企業活動を仮装した一
般社会での資金獲得活動を活性化させています。
　また、公共事業に介して資金を獲得したり、公的融資制度等を悪用した詐欺事件等を多数敢行
するなど、社会経済情勢の変化に応じた多種多様な資金源獲得活動を行っています。

★暴力団排除条例の制定
　暴力団は、巧妙に県民の生活及び社会経済活動に介入して資金源獲得活動を行っており、県民
の多大な脅威となっています。
　暴力団を排除し、県民の安全と平穏な生活を確保するためには、警察だけではなく、県民、行
政及び関係機関の相互連携が必要不可欠であることから、徳島県暴力団排除条例が制定・施行
となりました。

★暴力団に関する相談は警察署及び暴力追放県民センターへ{
　警察署、公益財団法人徳島県暴力追放県民センターでは、随時、暴力相談を受け付けていま
すので、迷わず、ご相談ください。秘密は厳守します。

　　暴力相談ダイヤル 088－656－0110
　　徳島県暴力追放県民センター 0120－893－171（フリーダイヤル）

★無料法律相談の実施
　警察・弁護士会・暴力追放県民センターでは、「無料法律相談日」を設けています。

　　開　設　日：毎月第2・第4木曜日
　　応　対　者：民暴委員の弁護士、暴力追放県民センター相談員
　　問い合わせ先：088－656－2710

★最近の暴力団情勢
　暴力団は、近年、伝統的な資金獲得活動や民事介入暴力、行政対象暴力等に加え、その組織
実態を隠ぺいしながら、建設業、不動産業、金融、証券市場へ進出して、企業活動を仮装した一
般社会での資金獲得活動を活性化させています。
　また、公共事業に介して資金を獲得したり、公的融資制度等を悪用した詐欺事件等を多数敢行
するなど、社会経済情勢の変化に応じた多種多様な資金源獲得活動を行っています。

★暴力団排除条例の制定
　暴力団は、巧妙に県民の生活及び社会経済活動に介入して資金源獲得活動を行っており、県民
の多大な脅威となっています。
　暴力団を排除し、県民の安全と平穏な生活を確保するためには、警察だけではなく、県民、行
政及び関係機関の相互連携が必要不可欠であることから、徳島県暴力団排除条例が制定・施行
となりました。

★暴力団に関する相談は警察署及び暴力追放県民センターへ{
　警察署、公益財団法人徳島県暴力追放県民センターでは、随時、暴力相談を受け付けていま
すので、迷わず、ご相談ください。秘密は厳守します。

　　暴力相談ダイヤル 088－656－0110
　　徳島県暴力追放県民センター 0120－893－171（フリーダイヤル）

★無料法律相談の実施
　警察・弁護士会・暴力追放県民センターでは、「無料法律相談日」を設けています。

　　開　設　日：毎月第2・第4木曜日
　　応　対　者：民暴委員の弁護士、暴力追放県民センター相談員
　　問い合わせ先：088－656－2710

～シ－トベルトをしっかり締めて
いってらっしゃい♪～

～シ－トベルトをしっかり締めて
いってらっしゃい♪～

　小学生・中学生・保護者と徳島東ドラ
イバークラブの皆さんと一緒に安全運転
を呼びかけました。
　早朝からのあいさつに運転手の皆さん
も笑顔で応えてくれました。

9/30
金

秋の全国交通安全運動街頭キャンペーン
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第137号

　9月 2 日、台風12 号がもたらした豪雨等により下記府県において、死亡・行方不明等
の人的被害をはじめ、床上浸水、住宅の全半壊や道路・河川の損壊等甚大な被害が発生し、
災害救助法が適用されました。
　この災害で被災を受けられた方々を支援し、援助することを目的に義援金を募集します。

　3月11日に発生した東日本大震災の義援金の受付期間は、平成24年3月31日まで延長
することとなりました。

台風12号関連被害義援金募集

東日本大震災義援金受付期間延長

奈 良 県　　Ｈ23.10.31まで
三 重 県　　Ｈ23.10.31まで
和歌山県　　Ｈ23.12.31まで

府県名 募集期間

本県共同募金会受付口座
阿波銀行昭和町支店
　口座番号　　（普通）0412340
　口座名義　　社会福祉法人　徳島県共同募金会　局長　桜間正三

※詳しくは、村社会福祉協議会にお尋ねください。

　
宮
城
県
石
巻
市

　
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
支
援
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平
成
23
年
３
月
11
日　

１
０
０
０
年
に

一
度
と
言
わ
れ
て
い
る
東
日
本
大
震
災
は

未
曾
有
の
大
規
模
災
害
を
起
こ
し
ま
し

た
。

　

３
月
15
日
に
開
催
さ
れ
た
全
国
社
会

福
祉
協
議
会
主
催
の
都
道
府
県
・
指
定

都
市
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事
県
市
社
会
福
祉
協

議
会
会
議
を
受
け
て
、
四
国
四
県
の
社

会
福
祉
協
議
会
は
宮
城
県
へ
の
支
援
を
担

当
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

徳
島
県
は
、
３
月
23
日
よ
り
、
被
災

地
社
会
福
祉
協
議
会
支
援
と
し
て
、
１

〜
18
ク
ー
ル
（
５
泊
６
日
）・
19
〜
31
ク
ー

ル
（
８
泊
９
日
）
に
県
下
社
会
福
祉
協

議
会
職
員
延
べ
58
人
を
石
巻
市
に
派
遣

し
ま
し
た
。

　

本
村
は
、
31
ク
ー
ル
（ 

８
月
22
日
〜

８
月
30
日
）
に
職
員
を
派
遣
し
、
石
巻

市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運

営
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
業
務
支
援
に
携
わ

り
ま
し
た
。

　

当
初
（
３
月
）、
被
災
者
か
ら
の
ニ
ー

ズ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
多
さ
に
派
遣
さ

れ
た
職
員
は
業
務
を
こ
な
す
の
に
精
一

杯
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

派
遣
さ
れ
た
と
き
は
被
災
か
ら
５
ヶ

月
が
経
ち
、
石
巻
市
の
復
旧
も
進
み
、

市
内
の
主
要
道
路
は
使
用
で
き
ま
す
が
、

石
巻
駅
周
辺
の
商
店
街
は
１
階
が
津
波

東
日
本
大
震
災

石巻市でのボランティアの活動状況
（9月30日現在）

ボランティアの活動内容

・ボランティア通算人数（新規登録）／102,680人
・依頼通算数／ 8,896件
・派遣（活動）通算件数／   8,896（件数）
 ・　　〃　　 通算人数／ 106,032（人数）
　※派遣については、継続を含む

個人ボランティア
・個人宅より依頼により活動
・床下の泥出し・家具の移動（床の泥出しをするため
　に一時的に移動及び廃棄するために屋外への移動）
団体ボランティア
・尾の崎・牡鹿半島・市街地・旧市役所外
・浸水した家の整理・側溝の泥だし等
・旧市役所内では思い出洗い隊としてボランティア
　活動中や作業中に見つかった写真や思い出の品
　物・位牌などを洗って展示

に
よ
り
浸
水
し
、
現
在
は
閉
店
し
て
い

る
店
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
沿
岸
部
に

つ
い
て
は
流
れ
て
き
た
船
や
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
建
て
の
家
屋
や
鉄
骨
の
骨
格

が
点
在
し
て
い
ま
す
が
、
瓦
礫
に
つ
い

て
は
か
な
り
少
な
く
な
っ
て
い
る
と
こ

ろ
と
手
つ
か
ず
の
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し

た
。



　村老人クラブ連合会（以下村老連）では、“健康・
友愛・奉仕”の３つの目標に向かって活動してい
ます。
　村老連内には11の単位クラブがあり、約240
人の会員がいますが、高齢化に伴い、会員数も減
少しつつあります。
　村老連では、社会奉仕活動やリース作り・陶芸
教室またゲートボール・グランドゴルフ大会への

問い合わせ先
社会福祉協議会内 老人会事務局

出場、踊りや唄の発表会など、それぞれ元気に
楽しく活動しています。
　9月～11月は加入促進強化月間であり、60歳
代からの若手高齢者のみなさんの加入や新規会
員の勧誘に力を入れています。
　今までの内容にこだわらず、より活発で元気
に生きる魅力ある会にしたいと思っています。
　そこで老人会では、60歳代からの若手高齢者
のみなさんの加入を募集しています。
　みなさんもこの機会に老人会に入会して、楽
しい仲間づくりにぜひ参加してみませんか。

老人会に入会して、元気な毎日を!老人会に入会して、元気な毎日を!老人会に入会して、元気な毎日を!

●善意銀行だより●

　上記の預託金は、「社会福祉のた
めに役立ててください」と寄せら
れたものです。善意によって膨ら
んだ預託金を元金とした利子を活
用し、地域福祉事業などの推進の
ため、有意義に活用させていただ
きます。ありがとうございました。

●岩　橋　芳　子 様
●安　藝　哲　生 様
　　　…………金一封

きんちゃく袋づくり

清 掃 奉 仕
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　地域包括支援センターでは、介護
予防事業の一環として「ゲートボー
ル教室」を開催しています。
　ゲートボールを通して、体を動か
したり、おしゃべりをして楽しく過
ごしてみましょう。初めての人も大
歓迎です。また素晴らしいコーチの
指導も受けられます。2ヶ月に1回
程度開催しています。
　皆様の参加をお待ちしています。

佐那河内村地域包括支援センターだより佐那河内村地域包括支援センターだより佐那河内村地域包括支援センターだより

佐那河内村地域包括支援センター
■ 場所：特別養護老人ホーム 健祥会ハイジ内
■ 電話：679－3383
■ 担当：久米・大西・佐々木

佐那河内村地域包括支援センター
■ 場所：特別養護老人ホーム 健祥会ハイジ内

■ 電話：679－3383
■ 担当：久米・大西・佐々木

10月号

　本村では、11月１日より災害時に携帯電話に情報配信するＮＴＴドコモの緊急速報「エリアメール」
を村内全域に導入します。「エリアメール」とは、ＮＴＴドコモが始めたサービスで、事前に携帯電話
でエリアメール受信の設定をした人に、役場から、地震や台風、大雨などの際に、気象庁の情報をも
とに、被災状況や避難情報などをメールで配信するサービスのことです。村外在住の人でも、受信設
定をしており、メールの受信可能地域にいれば情報を受け取ることができます。
　携帯電話の利用者は申し込み不要、使用料も通信料もいりませんが、受信できる機種は、ドコモ社
の携帯電話で、905iシリーズ以降と705iシリーズ以降（一部除く）などで、受信設定も必要です。

災害情報を携帯メールで災害情報を携帯メールで

設定が必要な機種及び設定方法の詳細については以下のURLから確認して下さい。
http://www.nttdocomo.co.jp/service/safety/area mail/usage/

個人情報に関する内容のため削除しています

sanagochi20

結婚おめでとうございます（敬称略）

出産おめでとうございます（敬称略）

死亡おくやみ申し上げます（敬称略）
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時 所 対
持 問

10/

11/

17

19

月 いきいき体操教室 医師から運動制限を受けていない概ね65歳以上の人
運動しやすい服装など

13：30～15：30
健祥会ハイジ1階（展示室）

いきいき体操教室 医師から運動制限を受けていない概ね65歳以上の人
運動しやすい服装など

13：30～15：30
桜集会所

いきいき体操教室 医師から運動制限を受けていない概ね65歳以上の人
運動しやすい服装など

子ども劇場の日

13：30～15：30
宮前公民館

水 可燃ゴミ・古紙など収集日 8：30～11：00
追上駐車場

9 水 可燃ゴミ・古紙など収集日 8：30～11：00
追上駐車場

2 水 可燃ゴミ・古紙など収集日 8：30～11：00
追上駐車場

26 水

28 金

可燃ゴミ・古紙など収集日 8：30～11：00
追上駐車場

親子クッキング 9：00～13：30
農振センター

健康相談 住民福祉課
保健師

保健師

寺谷生改センター 10：00～11：00
保健センター 13：30～14：00
根郷集会所 14：15～14：40

健康相談 住民福祉課

総務企画課

桜集会所 10：00～11：00
宮前公民館 11：15～11：40
嵯峨生改センター 13：30～14：30
嵯峨老人憩の家 14：40～15：20

20 木
健康料理教室

わんぱく広場

健康づくりに関心のある人
材料代200円・米1合・エプロン・筆記用具など

10：00～10：15（受付）
農振センター1階（会議室）
10：00～11：20
保育所

10 木

11 金

わんぱく広場 10：00～11：20
保育所

15 火 すずらん会交流いも掘り
焼き芋大会

10：00～11：30
保育所

12 土

14 月

人権大学現地県外研修 日帰り
滋賀県

21 金

4 金

健康づくりチャレンジ教室 血圧・中性脂肪・血糖値の少し高めの人
運動できる服装・飲料水・タオル

19：30～21：00（受付）
農振センター2階（大和室）

健康づくりチャレンジ教室 血圧・中性脂肪・血糖値の少し高めの人
運動できる服装・飲料水・タオル

19：30～21：00（受付）
農振センター2階（大和室）

健康づくりチャレンジ教室 血圧・中性脂肪・血糖値の少し高めの人
運動できる服装・飲料水・タオル

19：30～21：00（受付）
農振センター2階（大和室）

健康づくりチャレンジ教室 血圧・中性脂肪・血糖値の少し高めの人
運動できる服装・飲料水・タオル

19：30～21：00（受付）
農振センター2階（大和室）

13 日 村づくり住民会議による
プレゼンテーション

13：00～
小・中学校　多目的ホール

23 日 第45回村民体育祭 9：00～
中央運動公園

6 日 とくしまマラソン 9：00～

5 土 第4回東とくしま小学生
俳句大会表彰式

9：00～
村民体育館

24 月
心配ごと相談・行政相談 心配ごと相談直通ダイヤル

679－2432
9：00～12：00
農振センター2階（小和室）

心配ごと相談・人権擁護相談 心配ごと相談直通ダイヤル
679－2432

9：00～12：00
農振センター2階（小和室）

時
所

対
持

時
所

対
持

時
所

対
持

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

対
持

時
所

対
持

時
所

対
持

時
所

対
持

時
所

対
持

時
所

時
所

時

時
所

日 曜 行　　事　　名 とき・ところ 備　　　考

時
所
時
所

問

時
所

℡

時
所

℡

時
・
所

問

問

時
・
所
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ヘ
ル
ス
メ
イ
ト（
食
生
活
改
善
推
進
員
）の
お
す
す
め
レ
シ
ピ

No.31

れんぶ
（徳島風煮豆）

金時豆（1袋）………… 300g
人参…………………… 100g
ごぼう………………… 100g
こんにゃく…………… 100g
高野豆腐………………… １枚

だし汁 ………… 2～3カップ
　　さとう……………120g
　　しょうゆ…………… 大4

梅干 ……………………小2コ

《材料（10人分）》 

エネルギー 148kcal たんぱく質 3.4g 脂　　　質 0.8g
炭水化物 32.5g 塩　　　分 1.2g

1人当たり
栄養成分

①金時豆は洗って、一晩水につけてゆで
る。
②人参・ごぼう・こんにゃくは1㎝角に切り、
こんにゃくは下ゆでをする。
　高野豆腐は湯でもどし、縦に3つに切り、
小口からうす切りにする。

③だし汁を鍋にいれて、②を煮る。豆を加
え、さとうを足しながら煮、しょうゆも
加え煮含める。

★ポイント★

好みで梅干を加え煮る。

《 作 り 方 》

ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

No.
185

「
野
の
鳥
は
野
に
」

  

涼
秋
漂
う
８
月
尽
日
、
出
勤
途
中
の
私
は
嵯

峨
川
沿
い
に
ゆ
っ
く
り
車
を
走
ら
せ
て
い
ま
し

た
。
長
年
通
い
慣
れ
た
道
、
こ
こ
ま
で
は
普
段

通
り
の
朝
で
し
た
。

　
「
老
人
憩
い
の
家
」
辺
り
に
さ
し
か
か
っ
た

時
、
川
向
こ
う
か
ら
何
や
ら
小
さ
な
飛
行
物
体

が
ホ
タ
ホ
タ
と
、
し
か
し
ま
っ
す
ぐ
こ
ち
ら
へ

向
か
っ
て
来
る
の
が
見
え
ま
し
た
。

　
「
あ
っ
[
」
と
思
っ
た
そ
の
瞬
間
、
コ
ツ
ン

と
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
に
当
た
っ
て
し
ま
っ
た
の

で
す
。
ど
う
や
ら
、
巣
立
っ
て
間
も
な
い
小
鳥

の
ヒ
ナ
ら
し
い
。
路
上
に
落
ち
た
ヒ
ナ
を
親
鳥

■お申し込み・お問い合わせ先
　ネイチャーセンター  （☎679−2238）

が
半
狂
乱
に
な
っ
て
助
け
よ
う
と
傍
ら
で
鳴
き

叫
ぶ
が
如
何
と
も
し
難
い
。
す
ぐ
後
続
車
に
追

わ
れ
る
よ
う
に
飛
び
立
っ
た
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
、
あ
の
ヒ
ナ
は
ミ
ン
チ
肉
に

な
っ
て
し
ま
う
。
慌
て
て
Ｕ
タ
ー
ン
し
た
が
車

２
台
と
す
れ
違
う
。
イ
ヤ
な
予
感
、
も
う
轢
か

れ
て
し
ま
っ
た
か
も
。

　

だ
が
杞
憂
で
し
た
。
路
面
中
央
で
私
に
口
を

開
け
て
餌
を
ね
だ
る
可
愛
い
ヒ
ヨ
ド
リ
の
ヒ
ナ

が
そ
こ
に
い
ま
し
た
。
近
く
の
茂
み
で
親
鳥
が

心
配
そ
う
に
鳴
い
て
い
ま
す
。
両
手
で
拾
い
上

げ
、
柔
ら
か
く
放
り
投
げ
て
や
る
と
見
事
に
飛

ん
で
親
と
合
流
で
き
ま
し
た
。

　

双
方
の
ス
ピ
ー
ド
が
遅
か
っ
た
の
が
不
幸
中

の
幸
い
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。　

        

（
吉
田
）

今月の自然体験活動（要予約）
10/16㈰
10時～15時

10/23㈰
10時～15時

10/29㈯
13時～15時

11/3㈷
8時～17時

11/13㈰
6時～8時

クリーンホリデー in 阿南
「テグス拾い」
秋の自然塾
「紅葉と実りを訪ねて」

ネイチャートレイル
「高城山の秋を歩く」

森の音楽会②「オカリナ」

野生動物観察会「シカ探索」


